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遠軽ロータリークラブ

会長報告 藤田 礼三 副会長⑤
先週、高井会長が朝長賢一さんの入会について

報告しましたが、異議申し立てがなかったので、
7月６日、新年度の髙橋会長のもとで入会式を行
うということになっております。

本日は遠軽高等学校の粟津佐和子顧問教諭②と
インターアクトクラブ（以降「IAC」と表記）の
2人の部員③、④にお越し戴き有難うございます。

この2500地区には11校にIACがあります。
私は4年前、地区IAC委員長であり、ちょうど

遠軽高校がIAC地区大会の当番校でした。
また、短期海外研修で遠軽高校からも1名、計

12名の地区内IAC部員と遠軽高校の担当教諭、そ
して通訳と私が訪韓、ソウルのIAC部員と交流し
た経験があります。

遠軽高校は6、7年後にまた当番校になるとい
うことも念頭に置いて欲しいと思います。

なお、活動のときにぜひ着てほしいということ
でウィンドウブレーカーを用意しました。後ほ
ど、活動費と共に贈呈いたします。

これからも仲間と他人に対する思いやり、他の
人の力になる心で活発な活動をお願いします。
◇高井一博会長メッセージ

いつも笑顔で地域に貢献されております遠軽高
校ボランティア部の顧問の先生、そして部員の皆
さんには、学業と日々のボランティア活動に積極
的に取り組まれている事に対し、深く感謝と敬意
を表します。

近年は、コロナ禍の影響から本来の活動に対し
何かと制約があったものと推察します。そのよう
な中にありましても、地域社会にしっかりした目
的意識をもって奉仕活動されております事は大変
重要な事と考えます。

遠軽高校ボランティア部の皆さん、そして、私
達遠軽RCも奉仕活動が共通の理念です。

奉仕活動の向こう側には、それらの奉仕を楽し
みに、そして期待している人が沢山おられます。

日頃の仲間意識を更に高めまして、継続して奉
仕されます事を切にお願いいたします。

2022~2023
Weekly Report№４２THE ROTARY CLUB OF ENGARU, AREA 4 ,RID2500

6月
1日㈭

12:30～

第３０７３回例会記録

★開 会 点 鐘：藤田 礼三 副会長
★国 歌：－
★Ｒソング：それでこそロータリー
★四つのテスト：－

日時：2023年 ５月２５日㈭12:30～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：石井 朋子 ＳＡＡ

6月
8日㈭
07:00～

早朝例会
太陽の丘虹のひろば 花移植

青少年委員会担当例会
第2500地区 ロータリー平和

フェローシップチーム

幹事報告 乾 淳 幹事
１．日本赤十字社遠軽町分区より赤十字活動資金

への協力願い。

２．本例会終了後、理事会を開催致します。

委員会報告
◇大西 孝拡 次期幹事

次回の6月1日の例会前、ガバナー補佐の訪問
によるクラブ協議会を11時半より開催します。
◇加藤 幸徳 メディア委員長

先のアンケートにより、今週の火曜日と今日
(木)午前中、ショートメールで遠軽ロータリーク
ラブというグループでラインができてますので、
参加して下さい。現在21名となっています。後
ほどまたご連絡します。
◇木村一則 社会奉仕委員長

6月の8日、朝7時から「太陽の丘えんがる公園
虹の広場」で、花の植栽の早朝例会となります。
雨が降りましても、例会はします。

植栽の後、芝ざくら公園の横の方に「遠軽ロー
タリー花壇」があります。この際、見学して、こ
こで集合写真を撮りたいと思っております。

【名前等の後の○数字は写真の番号】
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南1丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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本日のプログラム 委員会対応例会
遠軽高校ボランティア部活動報告
皆さんこんにちは。遠軽高校ボランティア部

長の高栖功直③と副部長の佐々木渉羽④です。
これから私達が実際に行っているイベント活

動、コロナ禍に始めた活動、校内、校外での活
動内容の四つのグループに分けて発表します。
１．イベントのお手伝い
①今年の冬には道の駅でイベントのセントパト
リックデーのお手伝いをしました。これはアイ
ルランドの伝統的な行事です。
②月に一度、「花カフェ」という認知症の方や
その身内の方々と世間話や認知症についてのお
話をしたり、折り紙や塗り絵をして遊んだりす
るとても楽しいイベントに参加しています。
③長期休みの間には、「ピアサポート」という
町内の小・中学校へ行き、子供たちの宿題を解
くサポートをしています。
④遠軽町では不定期で、警察の方々と協力して
啓発運動を行っています。内容は、飲酒運転防
止や高齢者の方の詐欺防止についてです。
２．コロナ禍に始めた活動
①コロナが広まってきた頃にマスクが足りなく
なったことがあり、そのときに私達ボランティ
ア部で「フェイスシールド」を作り、学校内で
必要としていた保健室へ贈りました。
②「消毒用の布作り」。遠軽厚生病院に送るた
めに作り、医療に貢献し、多くの人から感謝の言
葉を頂くことができて良い経験になりました。⑦
③「老人ホームの飾り作り」。折り紙で季節の
飾りやちぎり絵を作り、老人ホームの方々へ渡
しています。

コロナ禍で、大きなイベントなどに参加する
機会は少なかったかもしれませんが、コロナ禍
だったからこそ必要だったフェイスシールドや
消毒用の布作りをするなど、逆境を逆手に取
り、臨機応変に対応しながら物事を進めていく
能力を身につけることができました。
3．校内活動について
①エコバック作り。校内で使わなくなった傘を
募集、沢山の人たちに協力してもらいながら行
うエコバック作りはとても有意義に感じました。
②ポスター作り。ゴミ拾いで拾ったゴミの量と
重さを記録した表を作り、校内廊下に貼って多
くの人に見てもらう活動を行っています。

ニコニコＢＯＸ 2022-23年度 合計521,000円
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③グリーンカーテン作り。ヘチマを外側から窓に
かけて、緑色のカーテンのようなものを作る活動
をしていましたが、失敗に終わりました。
④校内の清掃活動。普段掃除がされていない窓枠
などを綺麗にしています。
⑤学校祭での活動内容について。ボランティア部
の活動を多くの人に知ってもらうきっかけを作る
ため二つの動画を作成、展示。
⑥相談室の飾り付け。図書部と協力して、悩みを
抱える生徒が相談できるように、殺風景な相談室
を綺麗に飾る活動をしました。
４．校外での活動について
①ゴミ拾い。地域の人が快適に過ごせるように、
街を綺麗にしています。1年前には湧別の三里浜
海岸でクリーンアップ大作戦というイベントがあ
り、浜辺でゴミ拾いをしました。
②募金活動。お店の前で赤い羽根募金の方々と協
力して募金活動を行っています。町民の方々がお
金をボックスに入れてくれたときは本当に感謝の
気持ちでしかありませんでした。
③書き損じはがきの呼びかけ。ユネスコに書き損
じはがきを寄付してアジアの子供たちの教育支援
を行うサポートをしています。
【まとめ】以上の活動を通じて地域の人々との交
流が増えました。人のためになったことをすると
達成感ややりがいがあり、ボランティア活動で人
を笑顔にすることができると知りました。

前島 英樹 青少年奉仕委員長①
素晴らしい発表でした。今後、対外活動がます

ます増えていくと思います。遠軽RCより、スタ
ッフジャンパーと今年度の助成金を贈呈させて頂
きます。皆さん、このジャンパー⑥を着て活動して
いる生徒を見たらぜひ声をかけてやって下さい。


